
カバキコマチグモ Chiracanthium japonicum

カバキコマチグモの巣

サブタイトルやコンセプトなどをサブタイトルやコンセプトなどをサブタイトルやコンセプトなどをサブタイトルやコンセプトなどを入力入力入力入力してくださいしてくださいしてくださいしてください

岡山県全域で普通に見られる。ススキなどイネ科の植物の葉を巻いて巣を作り，中で脱皮をしたり，産卵したり
する。産卵の場合，親グモは中に留まり卵を守る。不用意に巣を開けるとかまれる。

参考資料 篠永哲監修，知っておきたいアウトドア危険・有毒生物安全マニュアル，学習研究社， 1997

卵を守る母グモ

抗ヒスタミン剤含有のステロイド軟膏を塗布。
腫れがひどければ湿布する。
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